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令和４年度 第１回シンポジウム 「市場創造と技術⾰新」 
 

◆ 開催日時 ︓ 令和 4 年 9 月 6 日 (⽕) 13:20 〜 17:00 
◆ 場   所  ︓ 広島商⼯会議所ビル 307 会議室より各会員会社に Web 配信 
◆ 参 加 者 ︓ 34 企業・団体  341 名 

 

協会ニュース 

令和 4 年度第１回目のシンポジウム「市場創造と技術⾰新」は、カーボンニュートラル（以下、CN）をテーマ
とし、当協会会員である日本規格協会様のご協⼒により Web 配信で開催しました。 

CN 実現に向けた世界的動きが加速する中、わが国も 2050 年 CN、2030 年度温室効果ガス 46%削
減（2013 年度⽐）を表明し、これらの達成に向けた社会・経済システムの⾒直しを急ピッチで進めているとこ
ろです。こうした環境変化に対応し、企業が成⻑を遂げていくためには、CN 化を単なるコストの問題に矮⼩化
せず、競争⼒強化・成⻑機会へと転じていくことが重要です。特にエネルギー多消費型産業が集積する中国地
域において CN 化はひと際⼤きな課題であり、地域⼀体となった効果的な取り組みが求められています。 

そこで、今回のシンポジウムでは、CN 化の最前線で活動されている講師２名をお招きして、中国地域におけ
る CN 化の課題、事業会社における CN 化の実践等について講演を頂きました。 

第⼀部の講演では、中国地域カーボンニュートラル推進協議会 カーボンニュートラル電⼒推進部会 事務局
⻑（マツダ株式会社 経営戦略室 主査）⽊下 浩志様に『カーボンニュートラルの動向とその実現に向けた地
域連携の取組みについて』と題した講演をしていただき、CNを巡る国内外の動き、CNの課題構造、地域連携に
よる CN 電⼒の推進等について多⾯的に分かりやすく説明をしていただきました。 

第二部の講演では、三菱重⼯業株式会社 カーボンニュートラル推進室⻑ 森原 雅幸様に『三菱重⼯グルー
プの CN 方針と三原 CN 先⾏実現プロジェクトの概要』と題した講演をしていただき、CN 方針の狙いや背景、三
原製作所における CN の実践を通じた課題等について具体的で踏み込んだ説明をしていただきました。 

お二人のご講演後、当協会の運営委員⻑である広島⼯業⼤学 学⻑ ⻑坂 康史先生のコーディネートによる
パネルディスカッションを⾏いました。事前に寄せられた参加者からの質問に講演者が回答することで、講演内容が
深掘りされ、参加者の理解もより深まったのではないかと思います。 

当日は、341 名と多くの方に参加頂きました。アンケート結果では、「CN 実現に向けた地域内での連携の必要
性が理解できた」、「三原製作所での具体的な取り組みを聞けて参考になった」、「CN を具体的に進める道筋が
理解できた」等の感想が寄せられており、⼤変有意義なシンポジウムとなりました。 
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